
焼却灰溶融スラグを利用した試験施工の

追跡調査結果について

記 者 発 表 資 料

宇都宮国道事務所は、一般国道４号（新４号国道）の交通量の少ない側道部に

おいて、平成１１年度に道路用路盤材として、平成１２年度に重力式擁壁のコン

クリート用骨材及び基礎材として各々に焼却灰溶融スラグを用いた試験施工を行

い、その後、継続的に追跡調査を実施してきました。

今回は、供用５年経過後の道路の供用性等の追跡調査結果をとりまとめました

のでお知らせ致します。

（１）道路用路盤材に利用した箇所では、路面の平坦性・ひび割れ量等の調査の

結果、通常の路盤材料と比べ、走行性に支障のないレベルとの評価が得ら

れました。

（２）コンクリート擁壁のコンクリート骨材に利用した箇所では、外観調査、超

、 、 、音波伝播速度測定 圧縮強度試験等の調査を実施し 全ての項目において

品質基準を満たす結果が得られました。

（３）上記、試験施工を行った箇所において、集水桝より採取した水の水質試験

を行ったところ、環境基準を満たす結果が得られました。

（４）また、試験施工に用いた溶融スラグは、平成１８年７月２０日に制定され

たＪＩＳ規格(JIS A 5031,5032)で規定されている品質基準を満たしてい

る事が確認されております。

平成１９年 ２月 ７日（水）
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焼却灰溶融スラグを利用した
試験施工の追跡調査結果について

宇都宮国道事務所



調査箇所( 側道部、 歩道部)

◎溶融スラグを道路用路盤材に使用した試験施工

施工場所：新４号国道 栃木県下野市(旧 河内郡南河内町)薬師寺地先

至　東京 新国道4号 薬師寺第1跨道橋 至　福島

調査箇所
 L=160m

①側道部試験施工箇所

②歩道部試験施工箇所

至　東京 新国道4号 薬師寺第2跨道橋 至　福島

調査箇所
 L=60m

施工日：平成１１年７月２１日
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試験舗装の舗装構成
①側道部試験施工の舗装構成

②歩道部試験施工の舗装構成

表 層 （ ア ス フ ァ ル ト 混 合 物 ）

粒 度 調 整 砕 石
( M - 4 0 )

焼 却 灰 溶 融 ス ラ グ  7 5 %
     補 足 材       2 5 %

（ Ｍ Ｙ Ｓ ）

ク ラ ッ シ ャ ー ラ ン
( C - 4 0 )

焼 却 灰 溶 融 ス ラ グ
1 0 0 %

（ Ｃ Ｙ Ｓ ）
2 5 c m

 5 c m

施 工 延 長  L = 1 6 0 m

工 区 延 長  L = 4 0 m 工 区 延 長  L = 4 0 m 工 区 延 長  L = 4 0 m 工 区 延 長  L = 4 0 m
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表 層 （ ア ス フ ァ ル ト 混 合 物 ）

ク ラ ッ シ ャ ー ラ ン ( C - 4 0 )
焼 却 灰 溶 融 ス ラ グ  1 0 0 %

（ Ｃ Ｙ Ｓ ）

焼 却 灰 溶 融 ス ラ グ  7 5 %

     補 足 材       2 5 %

（ Ｍ Ｙ Ｓ ）
1 0 c m

 4 c m

施 工 延 長  L = 6 0 m

工 区 延 長  L = 2 0 m 工 区 延 長  L = 2 0 m 工 区 延 長  L = 2 0 m

１ 工 区 ２ 工 区 ３ 工 区

施
工
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2
.
5
m

ク ラ ッ シ ャ ー ラ ン ( C = 4 0 )

※赤色は一般的な舗装を示す 2

ク ラ ッ シ ャ ー ラ ン
（C－40）



追跡調査項目

溜水なし 溜水なし 溜水なし 溜水なし 溜水なし
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追跡調査結果

①側道部の平坦性測定結果 （舗装面の平坦さの度合いを示す指標）

３ｍプロフィルメータによる測定状況

平坦性に問題はなかった。

4

竣工直後から竣工後4.5年までの平坦性の経年変化を下図に示す。
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②側道部のわだち掘れ量測定結果 （車輪走行位置に発生する路面の凹部）

横断プロフィルメータによる測定状況

全工区が増加傾向にあるが、走行には問題はなかった。

わだち掘れ量の経年変化
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竣工直後から竣工後4.5年までの平坦性の経年変化を下図に示す。



③ひび割れ率測定結果

全工区において、ひび割れの発生は確認されなかった。
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④歩道部のひび割れについて

全工区において、ひび割れの発生は確認できなかった。



◎溶融スラグをコンクリート骨材及び基礎砕石に使用した試験施工

基礎材（焼却灰溶融スラグ100％）

コンクリート（粗骨材に焼却灰溶融スラグ）

820mm

300mm
14.82ｍ

1
5
0
m
m
7
5
0
～
8
0
0
m
m

施工場所：新４号国道 栃木県小山市大字中久喜地先

◎焼却灰溶融スラグの使用箇所

施工日：平成１２年１０月３日施工
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追跡調査項目
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暴 露 供 試 体 (無 筋 コ ン ク リ ー ト )（ 小 型 重 力 式 擁 壁 型 ） 暴 露 供 試 体 (鉄 筋 コ ン ク リ ー ト )（ 橋 脚 型 ）

暴露供試体設置状況（関東技術事務所構内） 9



追跡調査結果

◎外観調査（コンクリート表面の劣化状況を評価）

小型重力式擁壁供試体のひび割れや凹凸を目視により観察してスケッチした。

超音波伝播速度測定器を使用し、その伝播速度を
測定し、コンクリートの劣化を判定。

◎超音波伝播速度測定（コンクリート内部の劣化状況を評価）
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構造に影響するようなひび割れはなかった。

通常のコンクリートの速度と同程度であり、品質
は“良”と判断された。



◎中性化判定
コンクリート(アルカリ性)が空気(二酸化炭素；弱酸性)や酸に接触すると

中性化する。
中性化判定試験はフェノールフタレイン溶液をコンクリート断面に噴霧さ
せて判定した。

◎圧縮強度試験（コンクリートの圧縮強さを評価）
小型重力式擁壁供試体および橋脚型供試体からコアを採取し、圧縮強度
試験を行った。
小型重力式擁壁供試体が３４．７N/mm2であり、設計強度18N/mm2に対して、
1.9倍の強度を示していた。
橋脚型供試体が４２．４N/mm2であり、設計強度24N/mm2に対して、1.8倍の
強度を示していた。
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構造的に影響がでる程の中性化深さではなかった。



溶出水の水質試験結果について

◎路盤材に使用（下野市薬師寺） 集水方法

フィルター材遮水シート

表層　５ｃｍ

路盤工(溶融スラグ使用)　２５ｃｍ 集水桝側溝

◎擁壁部に使用（小山市中久喜） 集水方法

集水管

基礎砕石（溶融スラグ使用）

重力式擁壁

孔空き管

遮水シート

孔空き管

遮水シート

重力式擁壁
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試験結果より、道路用路盤材に使用した箇所、コンクリート用骨材に使用した箇所ともに、溶融
スラグから有害物質は溶出されていないものと考えらます。

また、平成11年以降に分析を行った年においても測定下限値以下であった。

平成18年の分析においては、認定機関においても実施したが、測定下限値以下であった。
13

水質試験は、「一般廃棄物の溶融固化物の再生利用に関する指針(平成10年３月
26日厚生省)」に定められている項目について、「河川水質試験方法(案)(国土交通省
河川局監修）」に基づき、関東技術事務所の水質試験室で行いました。
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ＪＩＳ基準について（参考）

平成１８年７月に、焼却灰を溶融固化した道路用溶融スラグ及びコンクリート用溶融スラグ
骨材の日本工業規格（ＪＩＳ）が規定され、道路用・コンクリート用共に、有害物質の溶出量・
含有量基準が定められましたので、参考までに照査しました。



ＪＩＳ基準について
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◎溶出量基準について
溶出量基準については、「一般廃棄物の溶融固化物の再生利用に関する指針(平成
10年３月厚生省)」に定められた基準と同じであり、規格を満たしていることが確
認できます。

◎含有量基準について
試験施工時（平成11年７月及び平成12年10月）には、溶融スラグの含有量につい
て基準は無く、参考となる規定としては「重金属等に係る土壌汚染調査・対策指
針（平成６年11月環境庁水質保全局）」の中で「参考値」として以下のように示
されていました。

平成１１年１１月に、試験施工時に溶融スラグを出荷したプラントにて、製造さ
れた溶融スラグの含有量測定を行った結果、上記全ての項目で基準は満たしてい
ることが確認されております。
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まとめ
◎調査結果について

道路路盤材に使用した箇所については、ひび割れの発生は確認されず、良好な

状態を維持しており、平坦性、わだち掘れに関しては、通常の路盤材料を用いた

工区に比較して、若干の差違が確認されたものの、大きなものではありませんで

した。
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経年変化を比較してみても、ひび割れはなく、平坦性、わだち掘れ量は全体的

な増加傾向の中で若干の差はあるが、その数値は小さいものでした。

また、コンクリート骨材として使用したコンクリート構造物の性状は、通常の

骨材を使用したものと同等と評価できるものであると考えます。

溶出試験結果においては、すべて基準値を下まわるものであった。




